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昭和61年度当初予算（案）

4。32億2493Ｓをし計上

一
般
会
計

2
6
4
億
6
千
8
5
万
円

市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十
六
日
に
開
会
さ
れ
、
三
月
二
十
八
日
ま
で
の
会
期
で
昭

和
六
十
一
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
本
市
長
は
初
日
、
新
年
度
の

施
政
方
針
を
表
明
。
そ
の
中
で
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の
成
功
を
当
面
の
重
要
課
題
と
し
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
都
市
基
盤
整
備
に
全
力
を
注
ぐ
と
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
六
十

一
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
が
二
百
六
十
四
億
六
千
八
十
五
万
二
千
円
、
特
別
会
計
が

百
六
十
七
億
六
千
四
百
七
万
九
千
円
、
総
額
四
百
三
十
二
億
二
千
四
百
九
十
三
万
円
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計

の
予
算
総
額
は
二
百
六
十
四
億
六

千
八
十
五
万
円
で
、
六
十
年
度
と

比
べ
て
〇
・
五
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
度
比
で
六
十
・
六

年
度
と
、
二
年
連
続
し
て
マ

ス
当
初
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

か
し
、
六
十
年
度
で
の
広
野

千
五
百
七
十
一
万
円
を

実
質
四
・
七
％
の
増
と

ｉ
下
水
道
本
管
・
の
敷
設
工
事
（
3
月
3
日
、
木
幡
赤
塚
で
）

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
百

六
十
七
億
六
千
四
百
七
万
円
で
、

特
に
本
年
度
一
部
使
用
開
始
と
な

り
、
今
後
も
面
的
拡
充
へ
の
整
備

を
進
め
る
公
共
下
水
道
事
業
に
は
、

三
十
一
億
八
百
三
十
一
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
際
し
て
は
、
次
の

四
点
か
基
本
と
し
ま
し
た
。

①
国
の
予
算
が
四
年
連
続
の
超

緊
縮
予
算
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に

考
慮
。
「
清
潔
に
し
て
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
重
点
的

に
配
分
す
る
こ
と
と
し
、
（
仮
称
）

雪
雲
館
建
設
費
を
は
じ
め
、
（
仮

称
）
河
星
四
少
年
セ
ン
タ
ー
建
設

費
、
（
仮
称
）
市
民
体
育
館
建
設
費
、

道
路
建
設
等
経
費
、
国
際
交
流
事

業
経
費
を
積
極
的
に
計
上
す
る
②

住
民
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

保
育
料
、
清
掃
手
数
料
、
プ
ー
ル
使

用
料
等
の
値
上
げ
を
図
る
③
一
般

経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
効
率
的

な
執
行
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
マ

イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
④
市

補
助
金
の
見
直
し
に
着
手
ず
る
。

予
算
特
別
委
員
会
で

審
議
を
開
始

市
議
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
各

予
算
を
集
中
審
議
す
る
た
め
、
二

月
二
十
八
日
に
十
八
人
で
構
成
す

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
。
委

員
長
に
竹
林
賤
峻
議
員
、
副
委
員

長
に
丹
羽
広
一
郎
議
員
か
選
出
。

委
員
会
は
、
三
月
十
一
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
の
間
に
八
回
開
会

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
は
今
後
、
十
四

日
と
二
十
八
日
の
日
程
で
開
か
れ
、

提
案
さ
れ
て
い
る
予
算
案
を
は
じ

61年度版

市民カレンダーと手

引現在配布中

の
手
続
き
案
内
、
保
健
予
防
日
程

表
、
各
種
相
談
案
内
な
芦
派
載
せ

て
い
未
了
。
家
族
の
予
定
や
出
来

事
な
ど
を
記
入
す
れ
ば
、
「
我
が
家

の
一
年
」
の
記
録
と
し
て
も
保
存

出
来
ま
ず
。

現
在
、
各
町
内
（
自
治
）
会
長
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
各
ご
家
庭

に
配
布
中
で
す
。
町
内
（
自
治
）
会

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役

所
広
報
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
。
四
月
末
日
ま
で
、
宇
治

市
文
化
セ
ン
タ
ー
各
館
（
折
居
台

一
丁
目
）

｀ や
、
宇
治
公
民

館
（
宇
治
里
尻
七
一
－

九
）
、
木
幡
公
民
館
采

幡
内
畑
三
四
－
七
）
示

倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺

内
九
一
）
に
カ
レ
ン
ダ

ー
を
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
広
報
課
）

565

め
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な

芦
示
審
議
さ
れ
、
議
決
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
第
二
次
総
合
計
画

審
議
会
が
答
申

本
市
は
二
月
二
十
七
日
俐
、

宇
治
市
総
合
計
画
審
議
会
（
委

員
長
・
谷
岡
武
雄
立
命
館
総
長
）

か
ら
、
第
二
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
。

第
二
次
総
合
計
画
は
、
昭
和

七
十
年
度
を
展
望
。
緑
豊
か
な

住
宅
都
市
の
実
現
に
向
け
、
市

で
計
画
案
を
作
成
し
て
、
・
同
審

議
会
に
諮
問
し
て
い
た
も
の
で

す
。答

申
で
は
、
「
み
ど
り
ゆ
た
か

な
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
都
市
」
づ
く
り
の
基
本
理
念

を
追
求
。
計
画
に
示
さ
れ
た
各

施
策
は
、
基
本
的
に
必
要
で
あ

り
、
原
案
の
計
画
は
概
ね
適
切

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

▲谷岡会長（左）から答申書を受け取る池本市長

な
お
、
計
画

の
実
現
に
当
た

っ
て
は
、
非
常

に
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
も
、

効
率
的
な
行
財

政
の
運
営
を
図

る
こ
と
と
、
更

に
発
想
を
転
換

し
て
実
効
性
を

確
保
す
る
ぷ
コ

要
望
し
て
い
ま

す
。（

企
画
課
）

私
は
第
二
期
目
就
任
の
際
に
、

①
府
政
と
協
調
し
、
南
部
中
核
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
②
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
の
地
域
社
会
を
目
指
し
、

新
し
い
市
民
参
加
の
市
政
を
推
進

③
行
財
政
の
舒
原
蕪
く
し
、
豊

か
で
住
み
よ
い
生
活
基
盤
の
推
進

④
教
育
の
秩
序
を
正
し
、
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
図
る
⑤
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
、
総
合
的
福
祉
施

策
の
積
極
的
な
推
進
⑥
茶
と
観
光

の
宇
治
に
ふ
さ
わ
し
い
郷
土
産
業

の
振
興
発
展
を
図
る
⑦
市
民
の
総

意
を
結
集
し
、
六
十
三
年
京
都
国

体
の
成
功
を
図
る
1
以
上
七
つ
の

基
本
姿
勢
を
柱
に
、
厳
し
い
行
財

政
環
境
の
中
、
市
勢
の
伸
展
と
市

民
福
祉
の
向
上
に
最
大
の
努
力
を

傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。

’
。
今
後
も
引
き
続
き
二
十
一
世
紀

の
輝
か
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

確
立
の
た
め
、
積
極
的
に
取
り
組

む
考
え
で
す
。
特
に
本
年
度
は
、
七
。

十
年
度
を
展
望
し
た
第
二
次
総
合

計
画
の
初
年
度
と
し
て
「
み
ど
り

ゆ
た
か
な
住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
。

つ
た
都
市
」
づ
く
り
を
目
指
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
本
年
度
に
一
部

宇治市長

し池本正夫

供
用
開
始
と
な
る
公
共
下

水
道
事
業
や
、
六
十
三
年

京
都
国
体
に
向
け
て
の
諸

条
件
の
整
備
な
ど
に
、
一

層
の
推
進
を
図
呑
考
え
で
’

す
。
更
に
、
‘
国
際
平
和
年

の
本
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ャ
市
並
び
に
中
国
の

咸
陽
市
と
友
好
都
市
盟
約
が
締
結

さ
れ
未
了
。
こ
の
機
に
、
国
際
交

流
を
市
民
の
も
の
と
す
る
た
め
の

組
織
作
り
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
水
子
。

さ
て
、
国
の
六
十
一
年
度
予
算

に
お
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
の
負
一

ま
た
、
負
担
の
公
平
性
の
観
府
か

ら
、
受
益
者
に
対
し
て
適
正
な
負

担
を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
行
政
の
減
量
と

体
質
改
善
を
課
題
と
し
た
行
政
改

革
に
つ
い
て
は
、
市
行
政
改
革
審

議
会
の
提
言
の
主
旨
か
尊
重
し
、
’

不
退
転
の
決
意
で
臨
み
ま
す
。

本
年
度
は
、
公
共
下
水
道
が
六
地

蔵
・
木
幡
地
域
の
一
部
で
い
よ
い

よ
利
用
可
能
と
な
り
、
．
今
後
も
引

き
続
き
管
渠
（
か
ん
き
よ
）
布
設
等

の
面
整
備
の
促
進
を
図
り
康
司

■
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

従
来
の
「
与
え
ら
れ
た
福
祉
」

二
十
一
世
紀
に
向
け
た

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

担
率
引
き
下
げ
が
継
続
さ
れ
、
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
シ
圧
旋
下
に
あ
っ
て
、

本
市
の
六
十
一
年
度
予
算
は
昨
年

と
同
様
、
総
体
的
に
抑
制
基
調
と

し
ま
し
た
。
経
常
経
費
の
節
減
を

図
り
、
事
業
の
重
点
化
な
ど
で
限

ら
れ
た
財
源
を
効
率
よ
く
配
分
。

七
つ
の
底
本
政
策

■
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
や
府
に
よ
る
幹
線
道
路
な
ど
の

基
幹
施
設
整
備
に
併
せ
、
市
と
し

て
も
生
活
道
路
な
ど
の
暮
β
し
の

周
辺
整
備
に
全
力
剪
1
蚤
す
。

か
ら
「
共
に
築
参
上
げ
る
福
祉
」

へ
の
転
換
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
ト
ピ

ア
事
業
を
継
続
し
て
参
り
康
司

ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
る
諸
施
策

も
進
め
て
参
り
ま
す
。

■
明
【
ｒ
ｉ
に
向
か
う
教
育
の
充
実

と
ふ
る
さ
と
文
化
の
創
造

過
大
規
模
校
へ
の
体
育
館
の
新

増
設
な
ど
、
教
育
の
環
境
整
備
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。
社
会
教
育

面
で
は
、
広
野
地
区
公
民
館
を
開

設
し
て
生
涯
学
習
の
条
件
整
備
を

促
進
。
そ
し
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
文
化
の
振
興
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

■
健
康
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
（
仮
称
）
市
民
体
育

館
の
工
事
に
着
手
し
未
丁
。
京
都

国
体
に
つ
い
て
は
、
市
民
運
動
推

進
協
議
会
の
組
織
化
で
、
市
民
総

参
加
で
の
国
体
へ
の
取
り
組
み
の

実
現
を
図
る
考
え
で
す
。

■
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
振
興

産
業
振
興
の
拠
絹
つ
く
り
と
し

て
、
（
仮
称
）
産
業
会
館
を
建
設
し

ま
す
。
そ
の
他
、
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
に
、
商
工
業
と
農
業
、

特
に
地
場
産
業
な
ど
の
条
件
整
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

■
同
和
対
策
を
推
進
し
、
基
本

的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会

の
形
成

同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
教
育
・

就
労
な
ど
の
面
で
の
課
題
へ
の
取

り
組
み
を
行
い
康
司
地
区
青
少

年
の
教
育
・
文
化
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、
（
仮
称
）
河
原
青
少
年
セ
。

ン
タ
ー
を
建
設
。
ま
た
、
人
権
意

識
高
揚
の
た
め
の
市
民
啓
発
運
動

な
芦
も
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

■
新
し
い
地
域
社
会
の
創
造
と

清
潔
で
効
率
的
な
市
政
の
推
進

（
仮
称
）
小
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
な
ど
、
住
民

が
地
域
で
自
発
恥
に
活
動
を
行
え

る
ぷ
つ
、
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

″
Ｉ
施
設
の
確
保
に
努
め
る
と
共

に
、
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実
を

図
り
康
司
一
方
、
効
率
的
な
弔

政
の
推
進
の
た
め
に
、
行
政
改
革

の
大
綱
を
策
定
し
、
機
構
、
組
織
、

事
務
事
業
の
全
て
の
面
で
、
効
亭

化
、
適
正
化
に
努
め
る
考
え
で
す
。

3月15日（土）午後5時まで

総
額

（
仮
）
産
業
会
館
建
設
費
な
ど

施政方針（

要旨）
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域
社
会
の
形
成
⑦

新
し
い
地
域
社
会

の
創
造
と
清
潔
で

効
率
的
な
市
政
の

推
進
の
七
項
目
を

柱
と
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

264億の内訳を見ると（一般会計予算案）

19億｜，500万円

2，・389万円

3，083万円

4，469万円

5，439万円

｜，314万円

4，035万円

262万円

8，952万円

庸築事業（債務負担行為）

2億7，600万円

収建設公社）8，244万円

3，984万円

982万円

335万円

1億2，933万円

2，677万円

1，351万円

こ
こ
で
、
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
を
合
わ

せ
て
総
額
四
百
＝
千
二
億
二
千
四
百
九
十
三
万

円
と
な
っ
た
昭
和
六
十
一
年
度
宇
治
市
予
算
案

の
主
な
施
策
と
予
算
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二
百
六
十

四
億
六
千
八
十
五
万
二
千
円
。
市
政
を
進
め
る

基
本
と
な
る
政
策
は
①
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
②
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
明
日
に
向
か
う
教
育
の
充
実
と
ふ
る
さ
と
文

化
の
創
造
④
健
康
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
⑥
活
力
あ
る
地
域
経

済
の
振
興
⑥
同
和
対
策
を
推
進
し
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
地

その他

25億7．361万円（9．7％）

商工1ト‥‥‥‥

宇治市中小企業低利融資制度預託金

商店街共同事業資金融資制度預託金／

、○（仮）産業会館建設事業

．農業上

京都府南部総合地方卸売市場施設整備補助金

水田利用再編対策事業補助金

宇治茶振興対策事業補助金など

巨椋池水質障害対策事業

農業用水路改修整備事業

土地改良総合整備事業

観光犬

○大吉山水道施設整備事業＼

昭和61年度当初予算規模 【単位・ｆ一円】

会計名 昭和61年度当初予算額昭和60年度当初予算額伸率

一般会計 26，460，85226，594，571△0．5

格別会計

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付事業

老人保健事業

都市計画事業用地先行取得事業

簡易水道事業

火災共済事業

農業共済事業

水道事業

44，785

4，901，382

3，108，316

79，853

5，854，969

20，517

16，154

11，253

34，572

2，692，278

44，427

4，826，325

3，733，967

73，779

5，720，222

21，787

14，531

10，668

31，376

3，157，157

0．8

1．6

△16．8

8．2

2．4

△5．8

11．2

5．5

10．2

△14．7

特別会計合計 16，764，07917，634，239△4．9

総計 43，224，93144，228，810△2．3

観光センター管理運営委託料

○（仮）河原青少年センター建設事業‥ト

○（仮）河原老人福祉センター整備費………

○木幡河原市営住宅新築事業（債務負担行為含む）

河原地区内道路改良事業〉

善法地区内道路改良事業

○東山市営住宅新築事業／（債務負担行為含む）ニ

公園整備事業（善法児童公園新設）ダ

集会所建設事業

○（仮）小倉地域市民センター建設基本設計委託料

○国際交流事業費

「議会だより」発行経費レ

「市政だより」発行経費

「市民カレンダー」発行経費十

〇テレホンサービスとファクシミリ設置経費

｜，191万円

3億5，409万円

719万円

2億8，441万円

8，477万円

｜億4，828万円

｜億3，470万円

4，920万円

2，830万円

300万円

ｉ，／24万円

372万円

2，078万円

450万円

23万円

第43回国民体育大会宇治市実行委員会交付金ヶ850万円

○新しい歴史に向かって走ろう辛治市市民運動推進協議会補助金

＼十100万円

○（仮）市民体育館建設事業（債務負担行為含む）目億8，000万円

2，500万円

1，000万円

3億4，471万円

8，823万円

598万円

｜，007万円

5，57ｉ万円

870万円

506万円

｜，100万円

新しい地域社会の創造と清潔で効率的な市政の推進

明日に向かう教育
の充実とふるさと
と文化の創造

活力ある地域経済の振興

同和対策を推進し、基本的人権が尊重され

る地域社会の形成

健康をはぐくむスポーツ・レクリエーションの
振興

経
費
節
減
と
適
正
な
受
益
者
負
担

新しい市民参加の市政を

一

般

会

計

・－㎜㎜㎜●㎜・

＞1し年度

＾算：案ノ
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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事
業
で

は
、
前
年
度
に
比
べ
二
・
六
％

増
の
四
十
九
億
百
三
十
八
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
老
人

医
療
費
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、
厳

国
保
事
業

し
い
運
営
か
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
保
険
料
賦
課
限
度
額
を
三
十

七
万
円
に
引
参
上
げ
る
こ
と
な
ど

を
含
め
て
、
予
算
編
成
を
し
ま
し

た
。歳

入
で
は
、
保
険
料
二
十
億
二

千
九
百
八
十
八
万
円
、
国
庫
支
出

金
二
士
億
三
千
三
百
八
十
五
万

円
、
一
般
会
計
繰
入
金
一
億
四
千

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
予
算

総
額
三
十
一
億
八
百
三
十
一
万
円

で
、
六
十
年
度
当
初
予
算
と
比
ベ

ニ
ハ
・
八
％
減
と
な
っ
て
い
毒
了
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か

ら
建
設
し
て
き
た
東
宇
治
下
水
処

理
場
の
第
一
期
工
事
が
、
六
十
年

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
、
一
般
会
計
と
切
り
離
し
て
別
に

経
理
す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
る
場
合

に
、
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
現
在
市

・
で
設
置
さ
れ
て
い
る
十
項
目
の
内
、
公

共
下
水
道
・
国
保
・
水
道
事
業
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

二
百
十
八
万
円
な
Ｉ
蔡
計
上
。
。

歳
出
で
は
、
療
養
給
付
費
な
ど

で
二
十
八
億
一
千
百
四
十
四
万
円

高
額
療
養
費
三
億
二
千
九
百
十
三

万
円
、
助
産
費
三
千
三
百
八
十
万

円
、
葬
祭
費
一
千
八
百
五
十
万
円
、

老
人
保
健
拠
出
金
十
四
億
四
千
八

百
五
万
円
な
珊
珊
計
上
し
て
い
ま

す
。

度
で
完
成
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る

た
め
で
す
。

歳
入
で
は
、
国
庫
補
助
金
十
三

億
四
千
百
六
十
二
万
円
、
下
水
道

事
業
債
八
億
七
曹
百
万
円
、
預

金
利
至
〈
百
十
万
円
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
八
億
六
千
八
百
三

十
三
万
円
を
計
上
し
て
い
未
了
。

歳
出
で
は
、
宇
治
川
右
岸
公
共

下
水
道
事
業
の
一
部
供
用
開
始
に

向
け
て
の
各
戸
へ
の
取
り
付
け
管

な
ど
の
整
備
事
業
や
、
東
宇
治
2

・
3
・
4
号
汚
水
幹
線
築
造
工
事

な
ど
に
、
十
三
億
二
千
八
百
七
十

五
万
円
、
終
末
処
理
場
建
設
事
業

委
託
料
な
ど
に
九
千
八
百
十
四
万

円
を
計
上
。
木
津
川
流
域
関
連
公

共
下
水
道
事
業
で
は
、
大
久
保
1

号
汚
水
幹
線
築
造
工
事
な
ど
に
五

水
道
事
業
の
予
算
額
は
二
土
八

億
九
千
二
百
二
十
七
万
円
で
、
六

十
年
度
の
当
初
予
算
と
比
ベ
ー
四

・
七
％
減
と
な
っ
て
い
毒
了
。
こ

れ
は
、
第
四
次
新
設
拡
張
事
業
が

六
十
年
度
で
完
了
す
る
こ
と
な
ど

億
九
千
三
百
七
十
万
円
、
根
幹
施

設
（
管
渠
〈
か
ん
き
ょ
〉
敷
設
・
処

理
場
）
負
担
金
に
三
億
五
土
八
百

十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

の
た
め
で
す
。

収
入
で
は
、
水
道
料
金
十
八
億

二
千
四
百
九
十
九
万
円
、
諸
手
数

料
、
加
入
金
、
寄
付
な
ど
を
合
わ

せ
て
、
二
十
四
億
七
千
百
三
十
七

万
円
か
計
上
。

。
支
出
で
は
、
原
水
・
浄
水
費
や

配
水
・
給
水
費
な
ど
に
十
二
億
一

言
一
百
四
十
二
万
円
、
第
五
次
新

設
拡
張
工
事
費
に
五
千
五
百
四
十

三
万
円
、
配
水
管
改
良
事
業
な
ど

施
設
改
良
工
事
費
に
一
億
六
千
五

百
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
康
司

下
水
道
は
一
部
供
用
開
始
へ

▲第4次新設拡張事業で完成

した宇治浄水場沈澱池

道路・河川・公園ト尚

道路新設・1改良事業4億9，177万円

道路等維持修繕費‥∧2億355万円

都市計画街路事業（川東京大線・宇治横島線・下居大久保線）

し＼。犬1億8，270万円

都市下水路築造事業1億2，500万円

河川排水路整備事業2億8，600万円

○近鉄大久保駅周辺整備事業等負担金丿十5億4，571万円

公園整備事業（西申治公園拡張・北山児童公園新設・西町児童

公園移設）

交通安全施設整備事業

まちづくり十

五ヶ庄野添団地建て替え事業

防災

消防施設整備事業

環．＝境犬・・

○廃棄物リサイクル事業‥

不燃物収集運搬、埋め立て処分委託料

古紙回収事業

清掃運搬車購入費十

城南衛生管理組合分担金

｜億3，900万円

3，000万円

｜億3，615万円

9，430万円

387万円

9，335万円

275万円

｜，726万円

川億6，705万円

▲市議会3月定例会（市長め61年度施政方針演説・2月26日）

消防費9億8．575万円（3．7％）

緊急時の救助や火事などの災害

から、市民の命と叶産を守るため

の費用です。

暮らし犬：犬レ

自転車等駐車場管理運営経費二

交通指導員配置事業犬

∧勤労者住宅融資制度預託金

○城南地域職業訓練協会出桐（しゅつえん）金

社会福祉犬

民生・児童委員活動費

暮らしの資金貸付事業委託料十

宇治市奨学資金貸付事業＜レ

ボラントピア計画事業補助金犬

在宅障害者デイ・サービス事業委託料

宇治市心身障害者共同作業所運営補助金し

○精神障害者共同作業所入所訓練事業費補助金

福祉タクシー利用料扶助費し

○老人福祉施設等振興備品購入事業犬

敬老会事業

シルバー人材センター運営補助金

○老人運動ひろば（ゲートボール場）設置事業

在宅老人対策事業

心身障害児母子通園事業委託料

民間保育所運営補助金

その他

15Ｓ8，904万円（6％）

2，025万円

976万円

｜億4，000万円

250万円

｜，909万円

328万円

293万円

／200万円’

342万円

1，879万円

288万円

540万円

｜，000万円

5，017万円

1，680万円

300万円

218万円

3，842万円

｜億7，409万円

264億の内訳を

見ると（一般会計

予算案）

生活保護扶助費

総合福祉会館運営経費

保レ健

斎場運営経費

予防接種事業

老人保健事業

保健指導事業

保健医療センター運営経費

市有墓地整備事業

教‥＼育しし

ト私立幼稚園就園助成費補助金・

○東宇治中・木幡中第2屋内運動

広野中学校校舎取得事業（山城

小・中学校就学援助費

青少年健全育成対策費

笠取地区児童・生徒通学対策費

市民文化

文化センター管理運営経費

埋蔵文化財保護費

中央図書館用図書購入費

明日に向かう教育の充実とふ

るさとと文化の創造

健康で生きがいのあるまちづくり

安全で快適なまちづくり

甫

公
共
下
水
道
事
業

水
道
事
業

一般会計・主な施策と予算額 ○印は新規規事業
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第
5
回
小
倉
公
民
館
ま
つ
り

作
品
展
示
・
発
表
で
地
域
交
流

地
域
の
新
し
い
祭
り
「
第
五
回

小
倉
公
民
館
ま
つ
り
」
を
開
き
ま

す
。
―

日
ご
ろ
、
小
倉
公
民
館
盈
錫

これがらの

国民年金④

公
務
員
・
教
職
員
・
農
協
職

員
な
ど
の
年
金
制
度
で
あ
る
共

済
組
合
の
加
入
者
の
妻
も
、
本

年
四
月
か
ら
。
国
民
年
金
に
第

3
号
被
保
険
者
と
し
て
強
制
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
’

届
け
出
の
必
要
な
人
は
、
い

ず
れ
も
共
済
組
合
加
入
者
の
被

扶
養
配
偶
者
（
扶
養
家
族
に
認

定
さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夭
）

1
千
歳
以
上
、
六
十
歳
未
満

の
人
で
す
。
届
け
出
方
法
は
共

済
組
合
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
本
人
へ
の
連
絡

各
共
済
組
合
か
ら
、
組
合
加

の
場
と
す
る
サ
ー
ク
ル
や
、
地
域

で
の
グ
ル
ー
プ
、
個
人
の
学
習
戌

果
を
お
互
い
に
発
表
髪
口
康
司

手
作
り
の
作
品
展
示
や
、
楽
し
い▲連日参加者でにぎわう（第4回小倉公民館まつり）

入
者
（
夫
）
を
通
じ
て
、
三
月

中
旬
ま
で
に
届
出
用
紙
と
説
明

書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

▼
届
け
出
の
方
法

①
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
（

文
部
省
・
防
衛
庁
共
済
組
合

な
ど
）
、
『
私
立
学
校
教
職
員

共
済
組
合
、
農
林
漁
業
団
体

催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
ご
家
族
苓
ろ
っ
て
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
▼
ど
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
・
：
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
9
1
・
豊
⑩
4
6
8
7
）
。
。
（
小
倉
公
民
館
）
◇

木
幡
公
民
館

厄
丿
季
節
の
山
菜
料
理
と
菓
子
作
り
講
習
会
春
は
、
山
菜
を
料
理
し
て
自
然
の
風
味
を
楽
し
む
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
あ
な
た
も
、
季
節
感
に
富
ん
だ
料
理
で
食
卓
を
飾
り
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
…
3
月
2
4
日
脚
、
午
前
1
0
時
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
・
山
菜
ご
は
ん
、

勤
務
先
に
よ
っ
て
は
、
一

括
し
て
各
市
町
村
に
提
出
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

夫
の
勤
務
先
で
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
勤
務
先
で

の
確
認
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
夫
の
共
済
組
合
員
証

と
印
鑑
か
痔
っ
て
市
役
所
で

小倉公民館まつり日程表

部門 月日 内容（時間〉

展

－不

の

部

3／14吻

Ｓ

3／16（日）

作品展示
14・15日
9時～17時

16日
9時～16時

日本画．油絵、版画、

水彩画、水墨画、児童画、．
編み物、刺しゅう、

つまみ絵、パッチワーク、
ちぎり絵、写真、園芸、

各種手芸品ほか

集

い

の

部

3／21

（祝）

発表

10時牛～11時半
民話、パネルシアター、
腹話術、奇術、人形劇

お話し会

13時半～14時半

童話、おとぎ話（幼’Ｊｉ・低学

年向き）

作法教室

13時～15時半
お茶のいただき方・

（菓子代100円）

刊乍りコーナー

13時～15時半

つまみ絵（200円）

コッポリ、竹トンボ（無料）

（準備品一空カン一切り出しナイフ）

3／23

（川）

発表

13時～15時

人形劇、民話、手品、

ジャズダンス、宇治音頭

手作りコーナー

10時～正午

つまみ絵（200円）
パクパク人形（100円）

パッチワーク（200円）フ
ジで作る菜の花（500円）

期間中、模擬店もあります。

フ
キ
ノ
ト
ウ
の
み
そ
杏
兄
・
天
ぷ

ら
、
花
見
だ
ん
ご
▼
指
導
・
・
・
料
理

教
室
講
師
・
・
・
寺
崎
ひ
ろ
子
さ
ん
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
…

2
8
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
…
六
百

円
▼
持
参
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
・
・
・

3
月
1
1
一
日
脚
か
ら
木
幡
公
民
館

｀
（
き
⑩
8
2
9
0
）
へ
電
話
か
直

接
来
館
で
。
な
お
、
受
講
中
、
2

歳
以
上
の
幼
児
を
1
0
人
ま
で
保
育

し
康
ｙ
。
希
望
す
る
人
は
、
受
講
申

し
込
み
時
に
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
お
や
つ
代
5
0
円
か
必
要
で
す
。

（
木
幡
公
民
館
）

。
場
合
は
、
各
共
済
組
合
な
ど

が
必
要
事
項
を
確
認
し
、
ま

と
め
て
市
役
所
に
届
け
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

妻
本
人
が
届
け
出
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
届
け
出
の
期
限

①
現
在
国
民
年
金
に
任
意
加
入

4
月
か
ら
強
制
加
入
に

職
員
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
の
妻
は
、
配
布
を
受

け
た
届
出
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
夫
の
勤
務
先
で

被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
こ
と

と
、
保
険
者
番
号
の
確
認
を

受
け
た
後
、
市
役
所
国
民
年

金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
も
可
。

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
（

地
方
職
員
・
公
立
学
校
・
警

察
・
指
定
都
市
職
員
・
市
町

村
職
員
の
各
共
済
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
人
の
妻
の

し
て
い
る
人
・
・
・
本
年
3
月
3
1

日
ま
で
に
届
け
出
を
。
期
限

ま
で
に
届
け
出
た
場
合
は
、

本
年
8
月
（
予
定
）
に
社
会

保
険
庁
か
ら
確
認
の
通
知
書

が
送
付
さ
れ
康
ｙ
。

お
知
ら
せ

交
通
指
導
員
の
募
集

宇
治
市
交
通
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
資
格
・
：
毎
朝
（
児
童
登
校
時

の
午
前
7
管
丁
8
時
半
）
の
勤

務
が
可
能
な
人
で
、
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
満
年
齢
6
0
歳
ま
で
の
健

康
な
人
▼
募
集
地
域
・
：
伊
勢
田
・

小
倉
・
西
小
倉
・
木
幡
・
六
地
蔵

地
域
で
若
干
名
▼
申
し
込
み
…
市

②
現
在
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
い
人
・
：
本
年
4
月

1
日
か
ら
5
月
1
日
ま
で
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出
は
正
確
に

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、

保
険
料
か
納
め
続
け
る
こ
と
に

な
っ
た
り
、
将
来
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
ぐ
な
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
届
出

用
紙
や
説
明
書
な
ど
を
よ
ぐ
一
跳

ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
り

お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
国

民
年
金
係
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

ま
た
は
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
（
容
0
7
5
－
6
4
3
－
3

5
5
2
）
へ
。

（
保
険
年
金
課
）

各
共
済
組
合
か
ら
届
出
用
紙
配
布

販
の
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
3
月

2
0
日
ま
で
に
交
通
労
政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

菟
道
地
区
で
Ｉ

新
任
民
生
委
員

欠
員
に
な
っ
て
い
た
民
生
委
員
・

児
童
萎
員
の
後
任
者
が
決
ま
り
、

厚
生
大
臣
と
京
都
府
知
事
の
委
嘱

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〈
新
任
民
生
委
員
・
児
童
要
員
〉

▼
菟
道
地
区
・
・
・
督
壽
之
（
と
く

ひ
Ｉ
ｔ
ｃ
き
）
さ
ん
。
五
ヶ
庄
官
有

地
京
大
職
員
宿
舎
5
5
4
（
容
⑩

5
9
6
↓
）
。
任
期
は
本
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
。
（
社
会
課
）

季
節
料
理
教
室

▼
と
き
・
・
・
3
月
2
6
日
困
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
：
料
理
研

究
家
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
内
容

…
春
の
行
楽
弁
当
▼
定
員
・
：
3
6
人

（
先
着
順
）
▼
費
用
…
材
料
代
千

二
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
労
働

市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
紅
血
学
が
困
難
な

児
童
・
牛
徒
の
保
護
者
に
、
市

立
小
・
中
学
校
で
必
要
な
学
用

品
費
、
給
食
費
、
校
外
活
動
費

な
ど
を
援
助
し
て
い
未
了
。

昭
和
六
大
年
度
に
こ
の
援

助
を
希
望
ｙ
る
人
は
、
各
学
校

に
あ
る
「
就
学
援
助
受
給
申
請

書
」
に
必
要
書
類
を
添
え
、
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
援
助
の
認
定
…
認
定
の
所

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
材
料
代
を
添
え

て
直
接
。
電
話
ｙ
・
は
が
き
で
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

（
交
通
労
政
課
）

お
茶
の
お
い
し
い

入
れ
方
講
習
会

▼
と
き
・
：
3
月
2
8
日
廊
、
午
前

1 0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働

セ

‘ ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
お
茶
の

知
識
。
お
い
し
ぐ
頂
く
た
め
の
お

茶
の
入
れ
方
▼
講
師
・
：
山
本
孝
四

郎
さ
ん
▼
定
員
・
・
・

4 0
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
・
・
・
教
材
費
三
百
円
▼
申
し

込
み
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
容
0
2
3
1
1
5
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

子
ど
も
友
情
列
車

宇
治
市
少
年
補
導
協
議
会
で
は
、

発
足
三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

三
重
県
上
野
市
を
訪
問
。
両
市
の

こ
ど
登
司
友
情
を
深
め
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
・
・
4
月
2
日
困
、

午
前
9
時

2 8
分
国
鉄
言
訳
発
↓

1 1
一
時

1 0
分
伊
賀
上
野
駅
着
↓
（
交

歓
式
典
、
上
野
城
ほ
か
見
学
）
↓

午
後
5
時

1 0
分
国
鉄
宇
治
駅
着
▼

対
零
：
小
学
校
5
・
6
年
生
の
児

童
▼
参
加
費
：
一
一
人
千
円
▼
持
参

品
…
弁
当
、
水
筒
な
ど
▼
定
員
・
…

約
八
百
人
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
少
年

補
導
協
議
会
役
員
ま
た
は
、
社
会

教
育
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

‐

入
園
児
を
募
集

宇
治
福
祉
園
で
は
、
心
身
障
害

児
の
母
子
通
園
に
よ
る
療
育
を
行

「就学援助」申請

受け付け中

つ
て
い
ま
す
ご

十
一
年
度
第
一
ク
ー
ル
の
入
園
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
園
の
申
し
込
み
は
、
三
月
十

三
日
俐
ま
で
に
福
祉
事
務
所
福
祉

課
へ
。
（
福
祉
課
）

管
楽
器
と
弦
楽
器
の

ジ
ョ
イ
ト
ン
コ
ン
サ
ー
ト

昨
年
結
成
さ
れ
た
市
内
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
レ
ー
シ
ル
フ
ィ
ー
ド

と
ム
ジ
ー
ク
ク
ラ
イ
ン
に
よ
る
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
3
月
1
5
日
出
、
午
後

6
時
半
～
8
時
▼
と
こ
ろ
＝
・
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
…
三
百

円
▼
曲
目
…
バ
″
ハ
作
曲
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
4
番
ほ
か
。

（
社
会
教
育
課
）

東
宇
治
高
校
吹
奏
楽
部

第
4
回
定
期
演
奏
会

▼
と
き
・
：
3
月
2
2
日
出
、
午
後

6
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
：
交
響
的
組

曲
「
寄
港
地
」
、
「
キ
ャ
″
ツ
」

メ
ド
レ
ー
、
ビ
ギ
ン
ー
ザ
ー
ビ
ギ

ン
ほ
か
。
入
場
無
料
。（

社
会
教
育
課
）

訂
正
と
お
詫
び

團
白
白
評
一
日
号
一
面
で
お
知
ら
芦
荼
し
た
「
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
」
の
記
事
の
中
で
、
優
秀
選
手
の
部
＝
山
田
琢
也
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
い
お
名
前
は
山
田
琢
也
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
し
未
了
。

得
基
準
は
、
標
準
世
帯
（
夫
婦

仙
石
七
ｌ
人
）
で
、
前
年
分

の
総
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
二

百
四
土
（
万
円
以
下
▼
支
給
方

法
…
各
学
校
を
通
じ
て
支
給
▼

援
助
対
象
の
種
類
・
：
学
用
品
費
、

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
学
校
保
健
法
で
指
定

さ
れ
た
病
気
の
治
療
費
な
ど
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
（
学
校
教
育
課
）

168件公務

集会所の利用は運営規則などを守って

市
内
に
は
現
在
、
七
十
二
力

所
の
翌
厨
が
あ
り
ま
す
。
町

内
食
子
最
套
、
婦
人
会
、

喜
老
会
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
地
域
活
動
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
康
司

集
会
所
の
利
用
を
希
四
手
る

人
は
、
各
集
会
所
運
営
委
員
会

の
管
理
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

。
さ
い
。
｀
図
所
の
運
営
規
則
や

約
束
事
｀
涅
と
を
守
り
、
秩
序

あ
る
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
営
利
を
巨
的
に
し
た
利

用
は
、
一
切
出
来
ま
せ
ん
の
で

ご
注
9
忿
さ
い
。

5
9
年
度
宇
治
市
集
会
所
利
用
状
況

（
総
計
一
〇
二
〈
六
四
件
）

各
集
会
所
に

は
、
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の

で
。
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転

車
な
ど
で
の
来

所
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
徒
歩

で
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

（
管
財
契
約
課
）

568

公務員等の

配偶者

市立小・中学校

宇治市少年少

女合唱団
第
7
回
定
期
演
奏
会

3月23日（日）文化開館大ホール

午後1時30分開演・入場無料
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